
宋
朝
の
朝
貢
と
貿
易

山

崎

覚

士

〔
抄

録
〕

本
論
は
宋
朝
に
お
け
る
朝
貢
の
事
例
を
概
観
し
た
う
え
で
、
大
中
祥
符
二

年
以
降
か
ら
朝
貢
品
に
対
し
て
、
そ
の
価
格
を
判
定
し
、
そ
の
価
格
に
見
合

う
（
あ
る
い
は
上
乗
せ
し
た
）
回
賜
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
。
こ
の
変
化
は
、
唐
代
で
見
ら
れ
た
儀
礼
行
為
と
し
て
の
朝
貢

｜
回
賜
が
、
対
価
に
対
す
る
支
払
い
の
要
素
を
持
つ
貿
易
行
為
へ
の
移
行
を

意
味
し
た
。
ま
た
朝
貢
｜
回
賜
が
貿
易
行
為
へ
と
変
化
す
る
に
伴
い
、
朝
貢

｜
回
賜
の
行
わ
れ
る
場
所
が
国
境
付
近
の
辺
境
都
市
で
も
担
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
南
宋
期
に
な
る
と
、
一
時
期
を
除
い
て
、
朝
貢
｜
回
賜
は
辺
境
都
市

で
済
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

中
世
、
帝
国
、
朝
貢
、
回
賜
、
貿
易

は
じ
め
に

近
年
の
宋
代
対
外
関
係
史
の
傾
向
と
し
て
、
一
〇
〇
四
年
に
締
結
さ
れ
た

淵

の
盟
に
着
目
し
、
そ
れ
以
後
に
、
宋
朝
と
契
丹
、
ま
た
金
・
西
夏
な
ど
が
対
等
・

和
平
的
に
併
存
し
た
情
勢
を
積
極
的
に
評
価
し
て
い
る１

）

。
こ
う
し
た
情
勢
を

淵

シ
ス
テ
ム
・

淵
体
制
等
と
呼
び
、
当
該
時
期
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
部
に
お
け
る
対

外
関
係
の
基
調
を
な
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
、

淵
の
盟
よ
り

以
前
、
唐
後
半
期
の
吐
蕃
と
の
会
盟
に
も
、

淵
の
盟
と
同
様
の
特
徴
を
備
え
て

い
る
と
見
な
し
て
、
唐
｜
吐
蕃
関
係
よ
り
宋
｜
金
関
係
に
い
た
る
ま
で
の
、
会

盟
・
盟
誓
に
よ
る
対
等
な
対
外
関
係
構
築
と
そ
の
持
続
的
情
勢
を
盟
誓
体
制
と
名

付
け
、
中
華
帝
国
史
に
お
け
る
〞
中
世
〝
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
と
論
じ
た２

）

。

し
か
し
な
が
ら
、
前
稿
の
「
お
わ
り
に
」
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
宋
朝
が
締
結

し
た
盟
誓
に
よ
る
対
等
的
対
外
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、〞
帝
国
〝

の
性
格
を
失
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
〞
帝
国
〝
に
つ
い
て
、
中
国

と
夷
狄
を
含
む
複
合
的
政
治
社
会
と
い
う
最
小
限
度
の
特
徴
を
挙
げ
て
お
く３

）

が
、

宋
朝
も
盟
誓
体
制
下
に
あ
っ
て
も
、
中
華
（「
天
下
」）
と
盟
誓
を
締
結
し
な
い
夷
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狄
と
を
秩
序
化
し
、
夷
狄
に
対
し
て
冊
封
を
与
え
、
ま
た
夷
狄
か
ら
の
朝
貢
を
促

し
た
。
こ
の
よ
う
な
宋
朝
に
お
け
る
冊
封
や
朝
貢
、
ま
た
中
華
秩
序
（「
天
下
秩

序
」）
に
つ
い
て
の
研
究
は
依
然
低
調
で
、
課
題
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
と
の
指

摘
も
あ
る４

）

。
そ
の
中
で
黄
純

氏
は
宋
代
の
朝
貢
体
制
を
総
合
的
に
整
理
・
研
究

し
た
大
著
を
出
さ
れ５

）

、
本
稿
も
そ
の
依
る
と
こ
ろ
多
と
す
る
が
、
宋
代
に
お
け
る

朝
貢
の
転
換
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
議
論
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
宋
朝
中
華
帝
国
（
宋
代
「
天
下
秩
序
」）
を
理
解
す
る
一

助
と
し
て
、
ま
ず
宋
朝
の
朝
貢
を
概
観
し
、
そ
の
な
か
で
注
目
す
べ
き
変
化
に
つ

い
て
見
て
ゆ
き
た
い
。
結
論
的
に
言
う
と
、
そ
れ
は
、
唐
代
以
降
宋
初
の
朝
貢
、

お
よ
び
そ
の
返
礼
と
し
て
の
回
賜６

）

が
元
会
儀
礼
に
と
も
な
う
儀
礼
行
為
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
大
中
祥
符
二
年
（
一
〇
〇
九
）
以
降
、
朝
貢
に
対
す
る
対
価
と
し
て

の
回
賜
が
下
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
朝
貢
と
回
賜
の
関
係
が
貿
易
行
為
と
見
な

せ
る
よ
う
に
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
の
ち
の
明
代
に
お
け
る
朝
貢
貿
易
の

嚆
矢
を
な
す
と
言
っ
て
よ
い
。
ま
た
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
朝
貢
貿
易
は
や
が
て
首

都
と
、
境
界
都
市
で
行
わ
れ
る
も
の
と
二
分
化
さ
れ
、
南
宋
期
に
な
る
と
、
朝
貢

貿
易
は
基
本
的
に
境
界
都
市
で
済
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

宋
朝
の
朝
貢
が
、
唐
代
ま
で
の
儀
礼
行
為
か
ら
明
代
の
貿
易
行
為
へ
の
過
渡
を

示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
以
下
に
論
じ
て
み
た
い
。

第
一
章

北
宋
初
期
の
朝
貢

宋
の
興
っ
た
建
隆
元
年
（
九
六
〇
）
の
九
月
癸
卯
に
、
三
佛
齊
国
が
早
速
朝
貢

し
て
き
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る７

）

。
お
そ
ら
く
三
佛
齊
国
は
宋
朝
の
建
国
を
知
ら
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
宋
朝
に
最
初
に
朝
貢
し
て
き
た
の
は

三
佛
齊
国
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
ま
ず
、
宋
朝
に
お
け
る
朝
貢
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
た
だ
朝
貢
を

お
こ
な
う
国
の
数
や
回
数
は
非
常
に
多
い
の
で
、
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
便
宜
上
、

宋
朝
よ
り
見
て
東
南
、
東
・
東
北
、
西
北
、
西
・
西
南
、
そ
し
て
そ
う
し
た
諸
国

と
お
な
じ
く
朝
貢
を
行
う

州
・
西
南
諸
蕃
夷
に
分
類
し
て
整
理
す
る
こ
と
と

す
る
。

第
一
節

東
南
の
諸
国

先
に
見
た
三
佛
齊
国
の
朝
貢
と
同
年
の
十
二
月
壬
辰
、
占
城
国
の
朝
貢
が
確
認

さ
れ
る８

）

。
（
占
城
）
以
方
物
犀
角
・
象

來
貢
、
表
章
書
于
貝
多
葉
。（『
玉
海
』
巻
一

五
四
、
建
隆
占
城
貢
方
物
）

と
あ
る
よ
う
に
、
犀
角
・
象
牙
を
持
っ
て
来
貢
し
、
か
つ
占
城
国
の
上
表
文
が
添

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
建
隆
三
年
（
九
六
二
）
十
一
月
丙
子
に
は
、

（
三
佛
齊
）
貢
方
物
、
對
廣
政
殿
、
賜
其
使
冠
帶
・
器
幣
。
還
、
賜
以
錦

綵
・
銀
器
。（『
玉
海
』
巻
一
五
四
、
建
隆
三
佛
齊
貢
方
物
）

と
あ
っ
て
、
三
佛
齊
国
が
朝
貢
す
る
と
、
そ
の
使
者
に
は
冠
帶
・
器
幣
が
与
え
ら

れ
、
帰
国
す
る
に
あ
た
り
、
錦
綵
・
銀
器
が
下
賜
さ
れ
た
。
こ
の
「
冠
帶
・
器

幣
」
や
「
錦
綵
・
銀
器
」
が
回
賜
で
あ
り
、
外
蕃
国
の
国
王
や
そ
の
使
者
に
対
し

て
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
乾
徳
四
年
（
九
六
六
）
三
月
に
占
城
国
が
朝
貢
し
た
際
に
は
、

賜
衣
服
・
金
帶
・
銀
器
・
鞍
馬
・
被
褥
・
巾

有
差
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
四

七
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六
三
、
以
下
『
宋
会
要
』
と
略
称
）

と
あ
り
、
や
は
り
衣
服
や
銀
器
・
鞍
馬
等
が
国
王
や
使
者
等
に
対
し
て
差
等
を
設

け
て
回
賜
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
回
賜
に
は
、
与
え
る
国
に
よ
っ
て
ラ
ン
ク
を

設
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
景
徳
四
年
（
一
〇
〇
七
）
六
月
十
八
日
に
、
蒲
端
国

王
其
陵
が
そ
の
使
者
己
絮
漢
を
派
遣
し
て
朝
貢
し
て
き
た
。
そ
の
際
に
、
冠
帶
・

衣
服
・
器
幣
・

錢
な
ど
が
回
賜
さ
れ
た
が
、

八
月
、
蒲
端
國
使
己
絮
漢
上
言
「
伏
見
詔
賜
占
城
使
鞍
轡
馬
二
、
大
神
旗
二
、

望
如
恩
例

。」
有
司
言
「
蒲
端
在
占
城
之
下
、
若
例
賜
之
、
恐
無

別
。

望
改
賜

綵
小
旗
五
。」
從
之
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
四

九
五
）

と
あ
っ
て
、
蒲
端
国
が
占
城
国
と
同
様
に
「
大
神
旗
」
を
求
め
た
も
の
の
、
蒲
端

国
は
占
城
国
よ
り
下
な
の
で
、「
大
神
旗
」
よ
り
も
ラ
ン
ク
の
下
の
「

綵
小
旗

五
」
を
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
回
賜
に
は
、
与
え
る
国
の
ラ
ン
ク
に

従
っ
て
、
差
等
を
設
け
て
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿

で
は
外
蕃
国
の
ラ
ン
ク
を
含
め
た
秩
序
化
に
つ
い
て
は
、
冊
封
と
も
深
く
か
か
わ

る
た
め
、
後

に
付
し
た
い
。
ま
ず
は
こ
こ
で
の
回
賜
が
与
え
る
国
の
ラ
ン
ク
に

従
い
差
等
を
設
け
て
下
賜
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

そ
の
他
の
国
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
太
平
興
国
二
年
（
九
七
七
）
四
月
に
大
食

国
が
使
者
と
し
て
蒲
思

・
副
使
摩
呵
末
・
判
官
蒲
羅
を
派
遣
し
て
朝
貢
し９

）

、
同

年
九
月
二
十
日
に
は
勃
泥
国
王
向
打
が
使
者
と
し
て
施
弩
・
副
使
蒲
亞
利
・
判
官

哥
心
を
派
遣
し
て
龍

・

・
白
檀
・
象
牙
な
ど
を
朝
貢
し
た10

）

。

雍
煕
四
年
（
九
八
七
）
五
月
に
は
、

遣

侍
八
人
、
齎
敕
書
・
金
帛
、
分
四
綱
、
各
往
海
南
諸
蕃
國
勾
招
進
奉
、

博
買
香
藥
・
犀
牙
・
真
珠
・
龍

。

綱
齎
空
名
詔
書
三
道
、
於
所
至
處
賜

之
。（『
宋
会
要
』
職
官
四
四

二
）

と
あ
る
よ
う
に
、
四
つ
の
船
団
で
海
南
諸
国
に
進
奉
す
る
よ
う
招
致
す
る
こ
と
が

あ
り
、
そ
の
成
果
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
淳
化
三
年
（
九
九
二
）
八
月
十

八
日
に
は
、

婆
国
が
大
舶
で
来
貢
し
て
い
る11

）

。
ま
た
咸
平
四
年
（
一
〇
〇
一
）

七
月
三
日
に
は
丹
眉
流
國
主
多
須
機
が
使
者
と
し
て
打
古
馬
・
副
使
打
臘
・
判
官

皮
泥
を
派
遣
し
て
来
貢
し
た12

）

。

こ
の
よ
う
に
東
南
方
面
か
ら
は
、
海
南
諸
国
か
ら
の
朝
貢
が
多
数
あ
っ
た
が
、

今
一
つ
の
特
徴
と
し
て
朝
貢
す
る
物
品
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
た
と
え
ば
占
城
国
は
淳
化
元
年
（
九
九
〇
）
十
二
月
四
日
に
は
「
馴

犀
・
螺
犀
・
象
牙
・
蝋
・

香
・
龍

・
山
得
雞
・

藥
・
胡
盧
巴
・
白
豆

・

薔
薇
水13

）

」、
淳
化
三
年
（
九
九
二
）
に
は
「
螺
犀
・
藥
犀
・
象
牙
・
煎
香
・
龍

・
絞
布
・
檳
榔
・
山
得
雞
・
椰
子14

）

」
な
ど
の
朝
貢
品
の
名
目
が
上
が
っ
て
い
る
。

一
つ
一
つ
の
数
量
は
こ
こ
で
は
記
載
が
な
い
も
の
の
、
品
目
・
数
量
と
も
に
大
量

で
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
。

律
令
制
下
の
唐
代
で
は
、
外
蕃
国
の
朝
貢
品
は
土
貢
・
貢
献
物
と
さ
れ
、
そ
の

数
量
で
は
な
く
加
工
さ
れ
て
い
な
い
原
物
と
し
て
の
現
地
特
産
品
が
貢
納
さ
れ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
年
始
元
日
の
元
会
儀
礼
に
お
い
て
太
極
殿
庭

に
て
陳
列
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
そ
れ
ら
原
物
は
宮
中
内
で
加
工
さ
れ
、
皇
帝
や
官

僚
な
ど
の
衣
服
や
日
用
品
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
外
蕃
国
か
ら
の
朝
貢
品
は
大
唐

帝
国
を
形
成
す
る
う
え
で
、
象
徴
的
・
儀
礼
的
意
義
を
有
し
て
い
た15

）

。

と
こ
ろ
が
唐
後
半
期
以
降
、
と
り
わ
け
五
代
期
に
な
る
と
、
そ
う
し
た
朝
貢
や
、

中
国
内
地
の
諸
国
（
い
わ
ゆ
る
「
十
国
」）
か
ら
の
土
貢
品
の
品
目
・
数
量
が
格

段
に
増
加
し
た16

）

。
そ
の
象
徴
的
・
儀
礼
的
意
義
は
薄
ら
い
で
き
て
い
た
。
そ
れ
は
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宮
中
で
毎
年
行
わ
れ
る
は
ず
の
元
会
儀
礼
が
形
式
化
・
形
骸
化
し
て
き
て
い
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
今
見
て
い
る
宋
初
期
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
を
た
ど
っ

て
い
た17

）

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
朝
貢
が
儀
礼
行
為
か
ら
貿
易
行
為
に
転
換
す
る
背
景

を
な
し
て
い
た
。

第
二
節

東
・
東
北
の
諸
国

東
・
東
北
方
面
で
は
、
建
隆
二
年
（
九
六
一
）
八
月
と
十
二
月
に
女
真
国
が
来

貢
し
、
名
馬
を
献
上
し
て
い
る18

）

。
女
真
国
は
道
中
に
定
安
国
を
経
由
す
る
こ
と
も

あ
り
、
開
宝
三
年
（
九
七
〇
）
九
月
十
八
日
に
は
、

女
真
國
遣
使
齎
定
安
國
王
烈
萬
表

貢
方
物
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

三
）

と
あ
り
、
ま
た
太
平
興
国
六
年
（
九
八
一
）
十
一
月
八
日
に
、

女
真
國
遣
使
來
朝
貢
、
道
出
定
安
國
、
齎
其
國
主
烏
玄
明
表
來
上
。（『
宋
会

要
』
蕃
夷
七

十
一
）

と
あ
る
よ
う
に
、
女
真
国
の
朝
貢
の
際
に
は
、
定
安
国
の
上
表
文
と
朝
貢
品
を
併

せ
て
持
参
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
朝
貢
に
あ
た
っ
て
は
上
表
文
（
い
わ

ゆ
る
国
書
）
を
持
参
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

そ
の
他
の
国
と
し
て
は
、
や
は
り
高
麗
国
が
挙
げ
ら
れ
る
。
建
隆
三
年
（
九
六

二
）
十
二
月
二
十
三
日
に
高
麗
国
王
が
使
者
の
廣
評
侍
郎
李
興
祐
等
を
派
遣
し
朝

貢
し
て
以
降
、
定
期
的
に
来
貢
し
て
い
た19

）

。
朝
貢
品
目
と
し
て
は
、「

錦
・
漆

甲
・
白

20
）

」
や
「

角
弓
・
漆
甲
・
大
箭
・
馬
五
十
疋21

）

」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

た
だ
し
淳
化
五
年
（
九
九
四
）
以
降
は
、
高
麗
は
契
丹
の
属
国
と
な
り
、
朝
貢
は

中
断
し
た22

）

。

第
三
節

西
北
の
諸
国

西
北
方
面
で
ま
ず
朝
貢
し
て
き
た
の
は
、
沙
州
の
曹
元
忠
で
あ
る
。
建
隆
二
年

（
九
六
一
）
十
一
月
に
、

（
曹
）
元
忠

瓜
州
團
練
使
曹
延

、
並
遣
使
貢
玉
鞍
・
勒
馬
。（『
宋
会

要
』
蕃
夷
五

一
）

と
あ
る
よ
う
に
、
使
者
を
派
遣
し
て
玉
鞍
・
勒
馬
を
献
上
し
た
。
ま
た
翌
月
の
十

二
月
に
は
回

の
景
瓊
が
入
貢
し
、
ま
た
、

十
二
月
四
日
、
于

國
王
李
聖
文
遣
使
貢
玉
圭
一
、
盛
以
玉
匣
、
本
國
摩
足

師
貢
琉
璃
器
二
・
胡
錦
一
段
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

一
）

と
あ
る
よ
う
に
于

国
も
使
者
を
派
遣
し
て
玉
を
献
上
し
て
い
る
。
西
北
方
面
か

ら
の
朝
貢
品
目
は
、
玉
を
は
じ
め
と
し
て
、

（
乾
徳
二
年
（
九
六
四
））
正
月
八
日
、
回

遣
使
貢
玉
・
琥
珀
・
犂
牛

尾
・
貂
鼠
皮
等
物
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

二
）

（
乾
徳
三
年
（
九
六
五
））
十
二
月
十
二
日
、
甘
州
回

可
汗
・
于

王
及

瓜
・
沙
州
皆
遣
使
來
朝
貢
馬
・

・
玉
・
琥
珀
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

三
）

な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
琥
珀
・
駱
駝
・
貂
鼠
皮
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

朝
貢
す
る
勢
力
は
、
沙
州
や
回

、
西
州
回

（
高
昌
国
）・
于

国
・
龜
茲

国
・
夏
州
な
ど
が
代
表
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
少
数
遊
牧
民
の
部
族
が
個

別
に
朝
貢
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
靈
武
五
蕃
が
名
馬
を
献
上
し
た
り23

）

、
ま
た
太
平

興
国
四
年
（
九
七
九
）
十
二
月
一
日
に
、

拓

首
領
拓

曰
榮
遣
所
部
酋
長
拓

良
七
、
十
六
府
大
首
領
勒
浪
屈
遇
遣

所
部
蕃
官
折
木
等
並
來
貢
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

一
〇
）

八
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と
あ
り
、
拓

首
領
や
十
六
府
大
首
領
が
朝
貢
の
使
者
を
派
遣
し
て
い
る
。
ま
た

府
州
外
浪
族
が
入
貢
し
て
馬
を
献
上
し24

）

、
豐
州
大
首
領

羅
が
弟
の
乞

と
と
も

に
良
馬
を
献
上
し
て
い
る25

）

。
雍
煕
四
年
（
九
八
七
）
八
月
二
十
一
日
に
は
合
羅
川

回

等
の
四
族
の
首
領
が
朝
貢
し
て
い
る26

）

。
淳
化
四
年
（
九
九
三
）
十
二
月
に
は
、

鹽
州
の
戎
人
巢
延

が
馬
を
も
っ
て
入
貢
し27

）

、
至
道
元
年
（
九
九
五
）
正
月
二
十

八
日
に
は
銀
州

察
使
趙
保
吉
が
左
押
衙
張
浦
を
派
遣
し
て
良
馬
・

を
連
れ

て
入
貢
し
た28

）

。
そ
の
ほ
か
、
勒
浪
族29

）

・
豐
州
河
北
藏
才
八
族30

）

・
涼
州
卑
寧
族31

）

・
西

涼
府

穀
・

家
・
宗
家
・
者
龍
・
當
宗
・
章
述
等
十
族32

）

な
ど
、
多
く
の
部
族
が

来
貢
し
た
。

こ
の
よ
う
に
西
北
方
面
で
は
、
沙
州
・
高
昌
国
・
于

国
・
龜
茲
国
・
夏
州

（
の
ち
の
西
夏
）
の
よ
う
な
一
定
の
勢
力
を
持
つ
者
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
遊
牧

民
の
部
族
の
首
領
た
ち
が
個
々
に
朝
貢
し
、
そ
う
し
て
名
馬
な
ど
を
献
上
す
る
こ

と
が
多
く
見
ら
れ
た
。

そ
し
て
景
徳
四
年
（
一
〇
〇
七
）
五
月
に
沙
州
の
曹
宗
壽
が
朝
貢
し
て
き
た
際

に
、
注
目
す
べ
き
事
例
が
確
認
さ
れ
る
。『
宋
会
要
』
蕃
夷
五

三
、
景
徳
四
年
五

月
に
、（

曹
）
宗
壽
遣
瓜
沙
州
節
度
上
司
孔
目
官
陰
會
遷
等
三
十
五
人
詣
闕
、
貢
玉

團
・
玉
印
・
乳
香
・
岡
砂
・

駝
・
名
馬
。
詔
賜
錦
袍
・
金
帶
・
器
幣
、
酬

其
直
。

と
あ
り
、
曹
宗
壽
が
使
者
と
し
て
陰
會
遷
な
ど
三
十
五
人
を
派
遣
し
て
、
玉
や
乳

香
・
駱
駝
な
ど
を
献
上
し
た
折
に
、
詔
で
錦
袍
・
金
帶
・
器
幣
を
下
賜
し
た
が
、

そ
れ
は
朝
貢
品
の
価
格
に
相
応
の
物
品
と
さ
れ
た
。
従
来
の
回
賜
品
は
、
朝
貢
品

に
関
係
な
く
、
国
や
そ
の
使
者
の
ラ
ン
ク
に
応
じ
て
下
賜
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ

で
は
朝
貢
品
の
価
格
を
定
め
て
、
そ
れ
に
相
応
す
る
錦
袍
・
金
帶
・
器
幣
が
下
賜

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
朝
貢
と
回
賜
が
貿
易
関
係
と
な
る
嚆
矢
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
全
面
的
な
展
開
は
、
次
章
で
明
ら
か
と
な
る
。

第
四
節

西
・
西
南
の
諸
国

西
・
西
南
方
面
で
朝
貢
し
て
き
た
の
は
、
内
乱
を
治
め
た
交
趾
の
丁

で
あ
る
。

開
宝
六
年
（
九
七
三
）
四
月
に
朝
貢
す
る
と
、
丁

を
靜
海
節
度
・
安
南
都
護
に

任
命
し
、
二
年
後
に
は
交
趾
郡
王
に
冊
封
し
た
。

そ
の
後
、
黎
桓
が
政
権
を
奪
取
す
る
と
、
太
平
興
国
五
年
（
九
八
〇
）
十
一
月

に
は
、黎

桓
遣
牙
校
江
巨
皇
・
王
紹
祚
以
方
物
・
金
銀
器
五
百
兩
・
通
犀
六
株
・
連

盤
・
□
物
犀
四
十
株
・
象
牙
百
株
・
絹
萬
疋
來
貢
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
四

二
一
）

と
あ
っ
て
、
朝
廷
の
許
し
を
求
め
て
朝
貢
し
て
い
る
。
こ
の
朝
貢
の
際
に
は
、
幽

閉
し
て
い
る
丁

の
子
丁

の
上
表
文
を
作
ら
せ
て
持
参
し
た33

）

。
雍
煕
二
年
（
九

八
五
）
十
月
に
は
黎
桓
を
正
式
に
交
趾
の
支
配
者
と
し
て
認
め
、
二
年
後
に
黎
桓

を
交
趾
郡
王
に
冊
封
し
て
い
る
。
以
後
、
交
趾
は
一
年
な
い
し
は
数
年
お
き
に
朝

貢
し
、
馴
象
・
犀
な
ど
を
献
上
し
た
。

第
五
節

州
・
西
南
諸
蕃
夷

宋
朝
に
お
け
る

州
と
は
、『
宋
史
』
巻
四
九
三
、
蕃
夷
一
に
、

有
辰
州

人
秦
再
雄
者
、
長
七
尺
、
武
健
多
謀
、
…
太
祖
召
至
闕
下
、
察
其

可
用
、
擢
辰
州
刺
史
、
官
其
子
為
殿
直
、
賜
予
甚
厚
、
仍
使
自
辟
吏
屬
、
予

八
一

佛
教
大
学

歴
史
学
部
論
集
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七
年
三
月
）



一
州
租
賦
。

と
あ
る
よ
う
に
、
西
南
地
域
の
諸
蕃
夷
で
宋
朝
に
帰
順
し
た
者
が
州
刺
史
と
し
て

任
命
さ
れ
、
自
ら
吏
属
を
選
び
、
そ
の
州
の
税
賦
を
与
え
ら
れ
た
場
合
を
言
っ
た
。

ま
た
建
隆
四
年
（
九
六
三
）
に
知
溪
州
彭
允
林
・
前
溪
州
刺
史
田
洪
贇
が
帰
順
し
、

彭
允
林
を
溪
州
刺
史
、
田
洪
贇
を
萬
州
刺
史
に
任
じ
て
い
る34

）

。

乾
徳
五
年
（
九
六
七
）
六
月
に
知
西
南
蕃
南
寧
州
蕃
落
使
龍
彥

が
来
貢
し
、

九
月
に
は
順
化
王
子
武
才
等
が
来
朝
し
て
馬
や
方
物
を
納
め
た
。
そ
の
後
開
宝
二

年
（
九
六
九
）
七
月
に
は
、
武
才
等
一
四
二
人
が
来
貢
し
て
い
る35

）

。

州
や
西
南
諸
蕃
夷
か
ら
の
朝
貢
は
、
そ
の
人
数
が
多
い
の
が
特
記
さ
れ
る
。

開
宝
八
年
（
九
七
五
）
八
月
に
は
、

西
南
蕃
三
十
九
部
順
化
王
子
若
廢
等
三
百
七
十
七
人
來
貢
馬
百
六
十
疋
。
丹

砂
千
兩
。
賜
若
廢
冠
帶
・
器
幣
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
五

一
〇
）。

と
あ
り
、
順
化
王
子
若
廢
（
あ
る
い
は
若
発
）
等
三
七
七
人
が
来
貢
し
た
。
ま
た

彼
ら
に
対
し
冠
帶
・
器
幣
な
ど
の
回
賜
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
が
、

さ
ら
に
は
太
平
興
国
五
年
（
九
八
〇
）
八
月
甲
戌
に
、
西
南
蕃
主
龍
瓊

が
そ
の

子
羅
若
從
を
派
遣
し
て
、
諸
州

七
三
四
人
を
引
き
連
れ
て
朝
貢
す
る
こ
と
も
あ

っ
た36

）

。
そ
の
他
の
蕃
夷
と
し
て
は
開
宝
二
年
（
九
六
九
）
に
黎
州
の
山
後
兩
林

王
子

勿
兒
・
部
落
將
軍
離
魚
が
黎
州
に
状
申
し
て
朝
貢
を
求
め
て
許
可
さ
れ
、
以
後
朝

貢
を
続
け
た37

）

。
ま
た
太
平
興
国
三
年
（
九
七
八
）
正
月
に
は
、

雅
州
遣
牙
校
趙
仁
俊
複
送
西
山
野
川
路

首
領
馬
令
膜
等
十
四
人
、
以
名

馬
・

牛
・
虎
豹
皮
・
麝
臍
來
貢
、

上
唐
朝
敕
書
・
告
身
凡
七
通
、
咸
賜

以
冠
帶
、
其
首
領
悉
授
以
官
及
錦
袍
・
銀
帶
・
器
萬
以
遣
之
。（『
宋
会
要
』

蕃
夷
五

四
）

と
あ
っ
て
、
雅
州
の
西
山
野
川
路

首
領
ら
十
四
人
が
朝
貢
し
、
そ
の
首
領
を
始

め
と
し
て
冠
帶
な
ど
を
下
賜
さ
れ
た
。
ま
た
翌
年
八
月
二
十
八
日
に
は

部
川
首

領
牟
昻
・
諸
族
鬼
主
副
使
離

等
が
来
貢
し
て
方
物
を
献
上
し
て
い
る38

）

。
ま
た
咸

平
元
年
（
九
九
八
）
九
月
壬
申
に
は
、

西
南
蕃
王
龍
漢
堯
遣
使
龍
光

、

率

諸

千
餘
人
來
貢
。（『
山
堂
考

索
』
後
集
、
財
賦
門
、
四
夷
方
貢
）

と
あ
り
、
西
南
蕃
王
の
龍
漢
堯
が

諸

一
〇
〇
〇
人
余
り
を
率
い
て
来
貢
し

た
。
彼
ら
に
対
し
衣
服
・
金
帛
が
差
等
を
設
け
て
回
賜
さ
れ
た39

）

。

こ
の
よ
う
に

州
や
西
南
諸
蕃
夷
か
ら
の
朝
貢
で
は
、
来
貢
す
る
人
数
が
極

め
て
多
く
、
ま
た
定
期
的
に
来
朝
し
て
馬
や
方
物
を
献
上
し
、
衣
服
や
器
幣
を
回

賜
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
派
遣
さ
れ
る
人
数
の
多
さ
が
問
題
と
な
っ
た
以
下
の

注
目
す
べ
き
事
例
を
見
て
み
よ
う
。

景
徳
元
年
（
一
〇
〇
四
）
正
月
十
六
日
に
廣
南
西
路
轉
運
司
に
対
し
、
西
南
蕃

諸
国
が
朝
貢
し
て
都
に
行
き
た
い
と
き
は
、
妨
げ
る
こ
と
な
く
兵
で
護
衛
し

て
送
り
届
け
る
よ
う
に
と
詔
が
下
っ
た
。
事
の
顚
末
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
最

初
、
西
南
蕃
王
の
使
者
と
し
て
龍
光
進
が
朝
貢
す
る
と
き
、
貢
路
が
遠
く
人
馬
が

多
く
死
ぬ
の
で
、
今
後
は
宜
州
ま
で
と
し
、
そ
こ
で
回
賜
を
給
う
よ
う
に
と
の
詔

が
下
っ
て
い
た
。
し
か
し
西
南
蕃

諸
国
に
は
「
宜
州
受
賜
の
礼
」
が
な
い
の

で
、
闕
下
ま
で
赴
き
た
い
と
要
望
し
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た40

）

。

こ
の
事
例
に
見
ら
れ
る
西
南
蕃
王
の
朝
貢
が
境
界
都
市
の
宜
州
ま
で
で
、
そ
の

場
で
回
賜
が
授
与
さ
れ
る
と
い
う
「
宜
州
受
賜
の
礼
」
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の

か
は
、
史
料
上
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
景
徳
元
年
に
は
存
在

八
二

宋
朝
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朝
貢
と
貿
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覚
士
）



し
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
道
が
遠
い
こ
と
と
、
ま
た
派
遣
す
る
人
数
が
多
く
、

道
の
途
中
で
死
ぬ
者
が
多
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
朝
貢
｜
回
賜

が
都
で
あ
る
開
封
で
は
な
く
境
界
都
市
で
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
朝
貢
の
二
分
化

の
先
例
と
見
な
せ
る
。

さ
て
大
よ
そ
の
準
備
は
整
っ
た
。
以
下
に
大
中
祥
符
以
後
の
朝
貢
の
変
革
｜
朝

貢
貿
易
の
は
じ
ま
り
に
つ
い
て
見
て
ゆ
こ
う
。

第
二
章

北
宋
中
期
以
降
の
朝
貢
貿
易

大
中
祥
符
元
年
（
一
〇
〇
八
）
夏
よ
り
準
備
が
進
め
ら
れ
、
冬
十
月
に
挙
行
さ

れ
た
真
宗
に
よ
る
泰
山
封
禅
の
儀
で
は
、
来
貢
し
た
諸
蕃
国
や

州
の
使
者
が

泰
山
に
赴
い
て
参
列
し
た
。
ま
た
諸
州
の
土
貢
品
も
泰
山
に
集
め
ら
れ
て
い
る
の

で
、
朝
貢
品
も
泰
山
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
儀
式
終
了
後
も
、
封
禅

を
賀
す
る
朝
貢
は
絶
え
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
朝
貢
品
に
対
す
る

価
格
判
定
と
、
そ
れ
相
応
の
回
賜
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
一
節

貢
品
対
価
と
し
て
の
回
賜

『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

一
八
、
大
中
祥
符
二
年
（
一
〇
〇
九
）
四
月
に
、

詔
、
諸
蕃
貢
物
、
並
令
估
價
酬
。
如
聞
左
藏
庫
減
抑
所
直
、
目
曰
潤
官
、
自

今
宜
禁
之
。

と
あ
る
。
諸
蕃
国
の
朝
貢
品
は
、
す
べ
て
価
格
を
計
っ
て
、
相
応
の
も
の
を
返
す

こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
と
の
背
景
に
、
左
藏
庫
が
「
潤
官
」
と
称
し
て
朝
貢
品
の
価

値
を
低
く
設
定
し
、
利
潤
を
得
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
は
、
こ
の
大
中
祥
符
二
年
よ
り
以
前
か
ら
、
朝
貢
品
に
対
す
る
「
令
估

價
酬
」
が
行
わ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
が
、
明
確
な
史
料
と
し
て
は
上
記
の
も
の

を
確
認
で
き
る
の
で
、
こ
れ
を
起
点
と
見
な
し
て
お
き
た
い
。

大
中
祥
符
八
年
（
一
〇
一
五
）
二
月
に
、
西
・
西
南
方
面
か
ら
西
蕃
が
朝
貢
し

て
き
た
。

宗
哥
族
角

・
立
遵
・

斯
・
木
羅
丹
並
遣
使
貢
馬
、
充
賜
行
李
物

色
・
茶
藥
。
詔
估
其
直
、
得
錢
七
百
六
十
萬
、
詔
賜
袍
笏
・
金
帶
・
器
幣
・

供
帳
什
物
・
茶
藥
有
差
、
凡
有
金
七
千
兩
、
他
物

是
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷

六

一
）

と
あ
る
よ
う
に
、
宗
哥
族
角

な
ど
が
馬
を
献
上
し
た
。
そ
の
値
段
を
計
っ
た

と
こ
ろ
、
七
六
〇
万
銭
で
あ
っ
た
。
詔
が
下
っ
て
袍
笏
・
金
帶
・
器
幣
・
供
帳
什

物
・
茶
藥
・
金
七
千
兩
な
ど
が
回
賜
さ
れ
た
。
回
賜
品
が
七
六
〇
万
銭
に
相
応
す

る
価
値
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
翌
年
に
も
宗
哥
族
角

な
ど
が
入
貢

し
、

三
月
、
宗
哥
角

・
立
遵
遣
使
來

馬
五
百
八
十
二
疋
。
詔
賜
器
幣
總
萬

二
千
計
以
答
之
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
六

二
）

と
あ
っ
て
馬
五
八
二
疋
に
対
し
、
そ
の
価
格
に
相
当
す
る
器
幣
萬
二
千
を
回
賜
し

て
い
る
。

乾
興
元
年
（
一
〇
二
二
）
七
月
に
交
趾
が
入
貢
し
た
際
に
、

三
司
言
「
交
州
進
奉
使
李

泰
等
各
進
貢
方
物
白

・
紫
砿
・

・
瓶
香

等
、

人
計
價
錢
千
六
百
八
十
二
貫
。」
詔
回
賜
錢
二
千
貫
、
以
優
其
直
、

示

遠
也
。
又
廣
州
納
于
桂
心
皮
五
千
三
百
斤
、
價
錢
千
七
百
貫
文
。
詔
依

估
價
回
賜
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
四

三
一
）
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と
あ
っ
て
、
三
司
が
言
う
に
は
、
交
趾
の
朝
貢
品
で
あ
っ
た
白

・
紫
砿
・

・
瓶
香
等
を
、

人
（
仲
介
の
商
人
）
が
価
格
判
定
し
た
と
こ
ろ
一
六
八
二
貫

で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
詔
が
下
っ
て
、
価
格
よ
り
上
乗
せ
し
て
二
〇
〇
〇
貫

を
与
え
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
広
州
が
、
お
そ
ら
く
朝
貢
品
の
幹
桂
心
皮
五

三
〇
〇
斤
を
納
入
し
、
一
七
〇
〇
貫
と
見
積
も
り
、
そ
の
値
段
に
従
っ
て
回
賜
が

与
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
は
朝
貢
品
の
品
定
め
に
仲
介
商
が
介
在
し
、
ま
た
定
め
た
価
格
に
対
し

て
、
値
段
を
上
乗
せ
し
て
回
賜
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

天
聖
六
年
（
一
〇
二
八
）
三
月
に
は
、

三
司
言
、
作
坊
物
料
庫
估
交
州
進
奉
人
使
納
賣
香
藥
價
錢
三
千
六
十
貫
。
詔

回
賜
錢
四
千
貫
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
四

三
二
）

と
あ
っ
て
、
作
坊
物
料
庫
が
交
趾
の
朝
貢
品
香
藥
を
三
〇
六
〇
貫
と
見
積
も
り
、

詔
し
て
回
賜
銭
四
〇
〇
〇
貫
が
下
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
価
格
の
上
乗
せ
を
し

て
回
賜
し
て
お
り
、「

遠
」
を
示
し
て
宋
朝
の
優
位
を
表
現
し
て
い
る
。

煕
寧
五
年
（
一
〇
七
二
）
五
月
二
十
二
日
の
占
城
国
の
朝
貢
で
は
、

占
城
國
進
奉
琉
璃
・
珊
瑚
・
酒
器

龍

及
藥
物
・
乳
香
・
丁
香
・
畢

澄

茄
・
紫
砿
等
。
詔

賜
外
、
特
賜
銀
二
千
一
百
兩
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
四

七
一
）

と
あ
り
、
あ
ま
た
の
朝
貢
品
に
対
し
回
賜
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
銀
二
一
〇
〇
両

を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
回
賜
の
上
乗
せ
の
一
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
煕
寧
十
年
（
一

〇
七
七
）
十
二
月
十
二
日
の
西
蕃
の
朝
貢
を
見
る
と
、

西
蕃

川
首
領
董
氈
進
珍
珠
・
乳
香
・
象
牙
・
玉
石
・
馬
。
詔
依
例
估
價
、

特
回
賜
銀
・
綵
及
添
賜
錢
、
仍
賜
對
衣
・
金
腰
帶
・
銀
器
・
衣
著
・
茶
等
。

（『
宋
会
要
』
蕃
夷
六

一
三
）

と
し
、
チ
ベ
ッ
ト
の
董
氈
の
朝
貢
に
対
し
価
格
判
定
し
て
、
特
別
に
銀
・
綵
・
添

賜
錢
が
回
賜
さ
れ
、
加
え
て
對
衣
・
金
腰
帶
・
銀
器
・
衣
著
・
茶
等
も
下
賜
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
朝
貢
｜
回
賜
が
貿
易
行
為
と
な
る
前
の
回
賜
品
に
類
似
し
、

そ
う
し
た
儀
礼
的
な
回
賜
も
、
場
合
に
よ
り
同
時
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。董

氈
の
朝
貢
に
関
連
し
て
、
元
祐
元
年
（
一
〇
八
六
）
閏
二
月
二
日
に
は
、

禮
部
言
「
董
氈
等
貢
乳
香
、
及

溪
心
貢
偏
牛
、
合
回
賜
。」
詔
並

二
分

賜
之
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
六

一
九
）

と
あ
り
、
董
氈
の
も
た
ら
せ
た
乳
香
に
つ
い
て
は
、
二
割
増
し
の
回
賜
が
下
さ
れ

て
い
る
。

元
祐
二
年
（
一
〇
八
七
）
の
于

国
の
朝
貢
に
つ
い
て
、

正
月
十
二
日
、
詔
、
于

國
黑
汗
王
貢
方
物
、
回
賜
外
、
餘
不
以
有
無
進
奉
、

悉
加
賜
錢
三
十
萬
。
二
月
十
四
日
、
又
詔
、
如
元
豐
八
年
例
、
更
賜
金
帶
・

錦
袍
・
襲
衣
・
器
幣
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

三
九
）

と
あ
り
、
于

国
王
の
朝
貢
に
対
す
る
回
賜
以
外
で
、
朝
貢
使
節
な
ど
の
進
奉
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
銭
三
〇
万
が
上
乗
せ
さ
れ
、
さ
ら
に
金
帶
・
錦
袍
・
襲
衣
・

器
幣
と
い
っ
た
儀
礼
的
回
賜
品
も
下
さ
れ
た
。

朝
貢
品
の
価
格
判
定
と
、
そ
の
対
価
と
し
て
の
回
賜
に
は
、
価
格
操
作
に
よ
る

不
正
が
付
き
ま
と
っ
て
い
た
よ
う
で
、
元
祐
三
年
（
一
〇
八
八
）
六
月
十
二
日
に

は
、

詔
、
今
後
諸
蕃
國
貢
物
、
估
直
與
舊
例
相
近
者
、
並
如
例
。
即
所
估
高
下

減
不
同
、
申
稟
尚
書
省
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

三
九
）
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と
あ
り
、
価
格
が
旧
例
と
近
い
場
合
に
は
そ
の
通
り
と
し
、
も
し
価
格
が
上
下
す

る
よ
う
で
あ
れ
ば
尚
書
省
へ
の
報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
泰
山
封
禅
の
行
わ
れ
た
大
中
祥
符
元
年
の
翌
年
よ
り
、
諸
蕃

国
か
ら
の
朝
貢
に
対
し
て
、
仲
介
の
商
人
な
ど
に
価
格
判
定
を
行
わ
せ
て
値
段
を

計
り
、
そ
の
対
価
と
し
て
回
賜
が
下
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
こ
の
回
賜
は
、

二
割
上
乗
せ
や
、
別
途
に
銀
帛
な
ど
を
加
算
し
て
下
し
、
宋
朝
の
優
位
を
示
そ
う

と
し
て
い
る
。
加
え
て
、
衣
服
な
ど
を
下
賜
す
る
儀
礼
的
回
賜
も
同
時
に
下
さ
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
朝
貢
｜
回
賜
の
主
体
は
、
貿
易
行
為
へ
と
変
化
し
て
い
っ

た
。た

だ
し
、
こ
の
場
合
、
諸
蕃
国
は
、
朝
貢
貿
易
の
利
を
得
よ
う
と
朝
貢
品
を
多

く
持
参
す
る
よ
う
に
な
る
。
天
禧
二
年
（
一
〇
一
八
）
九
月
の
占
城
国
の
朝
貢
で

は
「
象
牙
七
十
二
株
・
犀
角
八
十
六
株
・

千
片
・
乳
香
五
十
斤
・
丁
香
花
八

十
斤
・
荳

六
十
五
斤
・

香
百
斤
・
箋
香
二
百
斤
・
別
箋
一

六
十
八
斤
・

香
百
斤
・
檳
榔
千
五
百
斤41

）

」
を
持
参
し
、
天
聖
八
年
（
一
〇
三
〇
）
十
月
の
場
合

に
は
「
木
香
七
百
斤
・
犀
角
四
十
餘
株
・

四
百
餘
片
・
乳
香
二
千
斤
・
象
牙

八
十
株42

）

」
と
あ
る
。
于

国
も
朝
貢
品
を
次
第
に
増
や
し
、
煕
寧
四
年
（
一
〇
七

一
）
二
月
十
四
日
の
朝
貢
で
は
「
珠
玉
・
珊
瑚
・
翡
翠
・
象
牙
・
乳
香
・
木
香
・

琥
珀
・
花
蘂
布
・
岡
砂
・
龍
鹽
・
藥
物
・
鐵
甲
・
馬43

）

」、
煕
寧
十
年
（
一
〇
七
七
）

六
月
七
日
の
注
輦
国
の
朝
貢
で
は
「
真
珠
・
龍

・
通
犀
・
象
牙
・
乳
香
・
金
線

織
錦
・
琉
璃
器
・
薔
薇
水
・
藥
物44

）

」
と
数
多
く
の
朝
貢
品
を
納
め
て
い
る
。

当
然
な
が
ら
、
そ
の
対
価
と
し
て
下
さ
れ
る
回
賜
の
額
も
増
加
す
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
到
来
す
る
使
節
も
大
人
数
と
な
れ
ば
そ
の
接
待
費
用
も
か
さ
む
こ
と
と

な
る
。
そ
こ
で
朝
貢
｜
回
賜
が
貿
易
行
為
と
な
る
と
、
朝
貢
｜
回
賜
を
、
諸
蕃

国
・

州
の
窓
口
と
な
る
境
界
都
市
で
済
ま
せ
る
事
例
が
出
て
く
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
う
し
て
、
朝
貢
｜
回
賜
が
首
都
開
封
と
、
境
界
都
市
と
で
二
分
し
て
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
節
を
改
め
よ
う
。

第
二
節

朝
貢
貿
易
の
二
分
化
｜
境
界
都
市
と
首
都

先
に
西
南
蕃
王
の
朝
貢
が
境
界
都
市
の
宜
州
で
行
わ
れ
た
事
例
で
見
た
よ
う
に
、

諸
蕃
国
・

州
が
入
貢
す
る
に
あ
た
り
、
宋
朝
と
の
境
界
に
位
置
す
る
都
市
で

朝
貢
｜
回
賜
が
行
わ
れ
る
事
例
が
大
中
祥
符
二
年
以
降
、
増
加
す
る
よ
う
に
な
る
。

大
中
祥
符
六
年
（
一
〇
一
三
）
に
は

州

が
来
貢
し
た
が
、
そ
の
五
月
に
は
、

州
路
轉
運
司
言
、
西
南
蕃
遣
二
百
餘
人
詣
闕
修
貢
。
詔
許
其
牙
職
至
京
、

餘
令
以
所
貢
輸

州
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
五

一
七
）

と
あ
り
、

州

二
〇
〇
人
余
り
が
上
京
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
詔
が
下
っ
て

牙
職
に
就
い
て
い
る
者
の
上
京
を
許
可
し
、
残
り
は
朝
貢
品
を
持
っ
て

州
に
運

ぶ
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
上
京
人
数
の
制
限
と
朝
貢
品
の
境
界
都
市
で
の
留

め
置
き
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
二
年
後
に
も
、

（
大
中
祥
符
八
年
（
一
〇
一
五
））
二
月
、

州
路
轉
運
使
上
言
、

州
西

南
寧
州
蕃
族
張
聲
進
遣
使
貢
馬
。
詔
令
近
上
二
十
三
人
赴
闕
、
自
餘
優
與
例

物
、
令

本
族
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
五

一
九
）

と
あ
り
、
上
京
人
数
が
二
三
人
に
制
限
さ
れ
、
残
り
の
使
者
は
褒
美
を
も
ら
っ
て

帰
郷
さ
せ
ら
れ
た
。

翌
年
の
大
中
祥
符
九
年
（
一
〇
一
六
）
七
月
七
日
の
事
例
で
は
、

書
少
監
・
知
廣
州
陳
世
卿
言
、
海
外
蕃
國
貢
方
物
至
廣
州
者
、
自
今
犀

象
・
珠
貝
・

香
・
異
寶

齎
持
赴
闕
、
其
餘
輦
載
重
物
、
望
令
悉
納
州
帑
、
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估
價
聞
奏
。
非
貢
奉
物
、
悉
收
税

。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

二
〇
）

と
あ
り
、
広
州
に
来
航
す
る
海
外
蕃
国
の
貢
物
の
う
ち
、
犀
象
・
珠
貝
・

香
・

異
寶
に
つ
い
て
は
開
封
へ
の
持
ち
込
み
を
許
可
し
、
そ
の
他
の
重
い
朝
貢
品
は
、

す
べ
て
広
州
に
納
め
て
価
格
判
定
を
し
て
上
奏
し
、
朝
貢
品
で
な
い
も
の
は
抽
解

（「
税

」）
す
る
よ
う
上
言
し
、
許
可
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
海
外
蕃
国
の
朝

貢
品
を
二
分
し
て
、
一
分
を
広
州
（
お
そ
ら
く
市
舶
司
）
に
留
め
置
い
て
い
る
こ

と
が
見
て
取
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
朝
貢
｜
回
賜
を
境
界
都
市
で
行
う
た
め
に
は
、
外
蕃
国
や

州

の
入
貢
路
を
確
定
し
、
そ
の
境
界
都
市
を
指
定
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。
さ
き
の

西
南
蕃
王
の
朝
貢
が
宜
州
、

州

が

州
、
そ
し
て
占
城
国
・
三
佛
齊
な
ど
の

海
南
諸
国
は
広
州
と
さ
れ
て
い
る
。

西
北
方
面
に
つ
い
て
以
下
に
見
て
み
よ
う
。

天
禧
四
年
（
一
〇
二
〇
）
三
月
二
十
一
日
に
は
、

令
甘
州

進
奉
自
今
並
於
秦
州
路
出
入
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
四

八
）

と
あ
っ
て
、
甘
州

の
朝
貢
に
は
秦
州
路
を
使
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
翌
年
の
天

禧
五
年
（
一
〇
二
一
）
七
月
に
は
、
西
州
お
よ
び
甘
・
沙
州
ウ
イ
グ
ル
の
朝
貢
は
、

一
〜
二
年
お
き
に
す
る
こ
と
と
さ
れ
た45

）

。

ま
た
天
聖
元
年
（
一
〇
二
三
）
十
月
二
十
三
日
の
入
内
内
侍
省
副
都
知
周
文
質

の
言
葉
に
よ
る
と
、
大
食
国
が
沙
州
路
を
通
っ
て
入
貢
し
、
夏
州
の
趙
徳
明
の
領

域
を
経
由
し
て

州
に
到
着
し
た
が
、
趙
徳
明
の
略
奪
に
遭
う
か
も
し
れ
な
い
の

で
、
海
上
か
ら
広
州
に
上
陸
し
て
入
貢
す
る
よ
う
求
め
、
許
可
さ
れ
て
い
る46

）

。
趙

徳
明
勢
力
の
影
響
も
あ
っ
て
、
大
食
国
の
入
貢
路
を
陸
路
で
は
な
く
、
海
路
よ
り

広
州
へ
と
限
定
さ
れ
て
い
る
。

煕
寧
五
年
（
一
〇
七
二
）
に
熙
河
路
が
新
設
さ
れ
る
と
、
煕
寧
十
年
（
一
〇
七

七
）
十
二
月
八
日
に
は
、

詔
西
蕃
董
氈
已
遣
使
朝
貢
、
舊
係
秦
州
解
發
、
今
既
建
熙
河
一
道
、
委
本
路

帥
府
解
發
、
並
給
茶
、
綵
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
六

一
三
）

と
あ
り
、
西
蕃
董
氈
の
朝
貢
路
が
秦
州
か
ら
煕
州
へ
と
変
更
さ
れ
た
。
翌
年
の
元

豊
元
年
（
一
〇
七
八
）
十
二
月
二
十
五
日
に
は
、

詔
熙
河
路
經
略
司
指
揮
熙
州
、
自
今
于

國
入
貢
、
唯
齎
國
王
表
及
方
物

赴
闕
、

過
五
十
人
、
驢
馬
頭
口
准
此
、
餘
勿
解
發
、
止
令
熙
州
・
秦
州
安

泊
、
差
人
主
管
賣
買
。
婉
順
開
諭
、
除
乳
香
以
無
用
不
許
進
奉
及
挾
帶
上
京

諸
處
貨
易
外
、
其
餘
物
並
依
常
進
貢
博
賣
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

三
五
）

と
あ
り
、
于

国
の
入
貢
に
は
上
京
人
数
を
五
〇
人
ま
で
と
し
、
国
王
の
上
表
文

と
朝
貢
品
だ
け
を
都
へ
と
運
ぶ
こ
と
と
し
た
。
ま
た
そ
れ
以
外
の
使
節
・
物
品
は

熙
州
・
秦
州
に
と
ど
め
て
、
そ
こ
で
禁
制
品
以
外
は
売
買
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

当
然
、
于

国
の
入
貢
路
は
熙
州
・
秦
州
を
経
由
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

ま
た
元
祐
二
年
（
一
〇
八
七
）
十
月
十
三
日
に
は
、

詔
、
國
使
以
表
章
至
、
則
間
歳

一
入
貢
、
餘
令
於
熙
・
秦
州
貨
易
。（『
宋

会
要
』
蕃
夷
七

三
九
）

と
あ
り
、
国
書
の
あ
る
場
合
に
は
一
年
お
き
に
朝
貢
し
、
以
外
は
熙
・
秦
州
で
の

売
買
を
許
可
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
入
貢
す
る
都
市
の
指
定
と
朝
貢
使
節
の
人
数
制
限
、
お
よ
び
朝
貢

年
限
の
設
定
が
確
認
さ
れ
る
。
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東
・
東
北
方
面
で
は
、
天
聖
四
年
（
一
〇
二
六
）
十
月
に
日
本
よ
り
日
本
国
大

宰
府
進
奉
使
周
良
史
が
明
州
に
到
来
し
た
。

明
州
言
、
市
舶
司
牒
、
日
本
國
太
宰
府
進
奉
使
周
良
史

、
奉
本
府
都
督
之

命
、
將
土
產
物
色
進
奉
。
本
州
看
詳
、
即
無
本
處
章
表
、
未
敢
發
遣
上
京
。

欲
令
明
州
只
作
本
州
意
度
諭
周
良
史
、

無
本
國
表
章
、
難
以
申
奏
朝
廷
。

所
進
奉
物
色
如
肯
留
下
、
即
約
度
價
例

答
。
如
不
肯
留
下
、
即

給
付
、

曉
示
令

。
從
之
。（『
宋
会
要
』
職
官
四
四

四
）

こ
の
記
事
で
は
、
明
州
市
舶
司
は
周
良
史
を
、
朝
貢
品
を
持
参
し
た
日
本
か
ら

の
進
奉
使
（
朝
貢
）
と
見
な
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
周
良
史
は
国
書
（「
本
處
章

表
」）
を
持
参
し
な
か
っ
た
の
で
、
首
都
開
封
へ
の
上
京
は
許
可
す
る
こ
と
が
難

し
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
進
奉
物
の
納
入
に
つ
い
て
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
価

格
を
定
め
て
、
そ
の
返
答
を
し
た
い
と
い
う
明
州
の
上
言
に
つ
い
て
、
朝
廷
よ
り

許
可
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
事
例
は
、
朝
貢
に
つ
い
て
は
、
国
書
の
持
参
が
な
け
れ
ば
上
京
の
許
可
が

下
り
な
い
こ
と
、
ま
た
朝
貢
品
を
明
州
（
お
そ
ら
く
市
舶
司
）
と
い
う
境
界
都
市

で
価
格
判
定
し
て
、
相
応
の
対
価
を
払
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
方
面
に
は
、
市
舶
司
貿
易
を
管
轄
す
る
市
舶
務
が
明
州
に
置
か
れ
、
日
本

や
高
麗
の
市
舶
司
貿
易
を
管
理
し47

）

、
こ
れ
ら
の
朝
貢
も
市
舶
司
の
管
轄
で
あ
っ
た
。

な
お
高
麗
の
朝
貢
に
つ
い
て
は
煕
寧
年
間
に
再
開
さ
れ
て
以
後
、
貢
物
を
価
格
判

定
し
て
か
ら
浙
絹
一
万
疋
を
下
賜
し
た
が
、
元
豊
三
年
（
一
〇
八
〇
）
正
月
十
七

日
の
詔
で
、
朝
貢
品
に
か
か
わ
ら
ず
、
回
賜
絹
一
万
疋
と
定
額
化
さ
れ
て
い
る48

）

。

西
・
西
南
方
面
で
は
慶
暦
二
年
（
一
〇
四
二
）
二
月
庚
辰
に
、

自
今
角

及
外
国
進
奉
人

約
定
人
数
、
令
赴
闕
。
其
所
進
方
物
、
以
本

城
軍
士
傳
送
之
、
勿
令
自
雇
傭
人
。（『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
一
三
五
）

と
あ
り
、
角

や
外
国
の
進
奉
使
節
の
人
数
を
定
め
て
上
京
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
政
和
五
年
（
一
一
一
五
）
に
大
理
国
が
初
め
て
朝
貢
を
求
め
た
際
、
そ
の

年
五
月
に
は
賓
州
に
大
理
国
の
入
貢
を
取
り
扱
う
部
局
が
設
置
さ
れ
、
翌
年
（
一

一
一
六
）
十
二
月
二
十
三
日
に
晴
れ
て
大
理
国
は
方
物
を
も
っ
て
来
貢
し
た
。

『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

四
四
に
、

十
二
月
二
十
三
日
、
大
理
國
遣
使
李
紫

・
楊
苛

・
坦
綽
・
李
百
祥
來
貢

方
物
。

三
十
日
、
大
理
國
王
段
和
譽
奏
、
臣
累
年
以
來
、
嘗
遣
磨
中
羅
道
等
處
乞
修

朝
貢
、
至
政
和
五
年
五
月
、
已
奉
聖
旨
、
差
廣
州

察
使

充
第
一
等
奉

使
、
於
賓
州
置
局
、
接
納
入
貢
。
令
先
遣
臣
布

・
臣
李
紫

・
臣
楊
苛

・
坦
綽
・
臣
李
百
祥
管
押
馬
三
百
八
十
疋
、
内
有
五
十
匹
係
特
進
、
麝

香
・
牛

・
細
氈
・
碧

山
・
衣
甲
・
弓
箭
等
、
詣
闕
進

。
詔
令
學
士
院

修
寫
手
詔
頒
降
。

と
あ
る
。
馬
や
麝
香
な
ど
の
朝
貢
品
を
持
っ
て
入
京
し
た
が
、
徽
宗
朝
に
な
る
と
、

学
士
院
で
手
詔
が
作
成
さ
れ
下
賜
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
次
章
の
南

宋
の
事
例
の
先
駆
と
な
っ
て
い
る
。

最
後
に

州
・
西
南
諸
蕃
夷
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。

州
・
西
南
諸

蕃
夷
の
朝
貢
に
は
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
朝
貢
使
節
の
人
数
が
非
常
に
多
い
。

よ
っ
て
先
の

州

の
入
貢
に
は
牙
職
に
あ
る
者
だ
け
を
上
京
さ
せ
、
残
り
を

州
に
留
め
置
い
て
い
た
が
、
同
様
に
宜
州
で
も
、
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（
天
禧
元
年
（
一
〇
一
七
）
二
月
、
宜
州
上
言
、
西
南
蕃
遣
使
貢
奉
。
詔
以

頃
歳
詣
闕
朝
貢
、
在
道

毀
傳

、
擾
費
居
民
、
令
廣
南
轉
運
使
與
宜
州
知

州
相
度
、
如
固
欲
赴
闕
、
即
令
首
領
三
二
十
人
同
來
、
自
餘
納
所
貢
物
、
優

賜
遣

。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
五

一
九
）

と
あ
る
よ
う
に
、
朝
貢
使
節
の
人
数
が
多
す
ぎ
て
、
途
中
の
建
物
や
居
住
民
に
損

害
が
出
て
い
る
の
で
、
上
京
人
数
を
、
首
領
を
始
め
と
す
る
二
・
三
〇
人
ま
で
と

し
、
残
り
の
貢
物
は
（
お
そ
ら
く
宜
州
で
）
納
め
て
、
上
乗
せ
し
て
回
賜
し
帰
郷

さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
天
聖
四
年
（
一
〇
二
六
）
八
月
十
四
日
に
は
、

詔
溪
洞
諸
州

人
進
奉
、
今
後
只
於
逐
州
交
納
貢
物
、
給
賜
價
錢
、

二
年

一
次
、
許
首
領
至
京
、
因
便
買
賣
、
仍
自
今
年
為
始
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

二
三
）

と
あ
り
、
溪
洞
諸
州

人
の
進
奉
は
、
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
州
で
貢
物
を
納
入
し

て
、
代
価
と
し
て
價
錢
を
下
賜
し
、
首
領
は
二
年
に
一
度
上
京
す
る
よ
う
に
詔
が

下
っ
た
。
事
の
発
端
は
、

州
で
あ
る
溪
洞
諸
州
の
安
州
・
遠
州
・
天
賜
州
・

南
州
等
が
毎
年
の
上
京
を
嫌
が
り
、
施
州
で
貢
物
を
納
入
し
、
代
価
の
價
錢
を
求

め
た
こ
と
に
あ
っ
た
（
同
上
）。
こ
の
よ
う
に
、

州
な
ど
の
朝
貢
品
が
、
首

都
開
封
へ
持
ち
込
ま
れ
ず
、
そ
の
朝
貢
を
担
当
す
る
都
市
（
施
州
な
ど
）
ま
で
運

ば
れ
、
そ
こ
で
回
賜
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
場
合
の

首
領
な
ど
は
二
年
に
一
度
の
上
京
と
さ
れ
た
が
、

部
川

は
三
年
に
一
度
の
上

京
を
求
め
る
も
、
五
〜
七
年
に
一
度
に
せ
よ
と
詔
が
下
っ
て
い
る49

）

。
よ
っ
て
、
入

京
回
数
の
制
限
は
、

州
・
諸
蕃
夷
が
上
京
す
る
の
を
嫌
が
る
だ
け
で
な
く
、

宋
朝
か
ら
の
要
請
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
嘉
祐
七
年
（
一
〇
六
二
）
八
月
に
開
封
府
が
上
言
し
、

開
封
府
言
、
得
知
下
溪
州
彭
仕
羲

、
乞
與
同
誓
二
十
州
毎
歳
入
貢
、
於

貨
務
使
錢
五
百
貫
、
下
鼎
州
市
諸
物

。
從
之
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
五

八
四
）

と
あ
る
よ
う
に
、
下
溪
州
が
状
申
し
て
、
毎
年
の
入
貢
を
求
め
た
の
で
、

貨
務

よ
り
五
〇
〇
貫
を
鼎
州
に
与
え
て
諸
物
を
購
入
し
て

に
帰
ら
せ
る
よ
う
に
求
め
、

許
可
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
下
溪
州
の
入
貢
を
受
け
持
つ
鼎
州
に
、
朝
貢
品

を
購
入
す
る
た
め
の
費
用
が

貨
務
よ
り
与
え
ら
れ
て
い
る
。

煕
寧
三
年
（
一
〇
七
〇
）
八
月
の
大
渡
河
南

部
川
山
前
後
百

都
首
領
で
あ

る

剋
の
朝
貢
に
あ
た
っ
て
は
、

已
降
宣
命
下
成
都
府
路
轉
運
司
、
指
揮
黎
州
依
例
廻
賜
汝
某
物
若
干
、
至
可

領
也
。（『
華
陽
集
』
巻
二
四
、「
賜
大
渡
河
南

部
川
山
前
後
百

都
首
領

剋
賀
大
登
寶
位
進
方
物
勅
書
」）

と
あ
っ
て
、
宣
命
が
成
都
府
の
転
運
司
に
下
り
、
転
運
司
が
黎
州
に
指
揮
し
て
、

回
賜
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

同
じ
く
煕
寧
八
年
（
一
〇
七
五
）
閏
四
月
乙
卯
で
は
、

西
南
蕃
五
姓

聴
五
年
一
貢
、
不
願
至
京
、
聴
就

・
宜
州
輸
貢
物
、
給
恩

賞
・

券
・
回
賜
錢
物
等
遣
之
。（『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
二
六
三
）

と
し
て
、
西
南
蕃
五
姓

（
龍
・
羅
・
方
・
石
・
張
蕃
）
は
五
年
に
一
度
の
朝
貢

と
し
、
も
し
上
京
を
願
わ
な
い
場
合
は
、

・
宜
州
に
貢
物
を
納
入
し
、
そ
こ
で

恩
賞
・

券
・
回
賜
錢
物
を
与
え
ら
れ
て
帰
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
ま
た
西
平
州
の

入
貢
に
は
、
五
姓
蕃
の
例
に
従
い
、
五
年
に
一
度
の
入
貢
・
使
節
の
人
数
七
〇
人

ま
で
、
貢
物
は
宜
州
で
止
め
、
値
を
計
っ
て
回
賜
等
を
与
え
る
こ
と
と
さ
れ
た50

）

。

八
八
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以
上
、
雑
多
に
述
べ
て
き
た
が
、
大
中
祥
符
二
年
以
降
、
朝
貢
｜
回
賜
が
貿
易

行
為
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
朝
貢
貿
易
を
求
め
る
外
蕃
国
や

州
・
西
南
諸
蕃

夷
な
ど
が
、
多
く
の
朝
貢
品
・
多
く
の
使
節
、
ま
た
多
数
回
に
わ
た
っ
て
朝
貢
し

て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
朝
貢
貿
易
を
首
都
と
境
界
都
市
と
二
分
化

し
、
分
掌
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
首
都
で
は
、
国
書
を
も
っ
た
使
節
や

州

の
首
領
が
人
数
制
限
・
年
限
を
設
け
ら
れ
て
上
京
し
、
そ
こ
で
価
格
査
定
を
受
け

て
回
賜
（
お
よ
び
儀
礼
的
回
賜
品
）
を
受
け
取
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
上
乗
せ
し

て
下
賜
さ
れ
た
。
一
方
で
境
界
都
市
で
は
、
上
京
で
き
な
か
っ
た
者
や
、
ま
た
上

京
を
願
わ
な
い
場
合
、
ま
た
国
書
を
持
参
し
な
い
場
合
な
ど
で
、
朝
貢
品
を
納
入

し
、
朝
廷
に
代
わ
っ
て
価
格
査
定
し
て
回
賜
を
与
え
て
い
た
。
儀
礼
を
踏
ま
え
な

く
な
っ
た
朝
貢
｜
回
賜
は
、
単
な
る
貿
易
行
為
と
し
て
、
首
都
と
境
界
都
市
と
に

分
掌
さ
れ
、
さ
ら
に
南
宋
期
に
は
、
境
界
都
市
の
み
で
済
ま
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ

て
ゆ
く
。
儀
礼
か
ら
貿
易
と
な
っ
た
朝
貢
｜
回
賜
の
行
き
着
く
先
を
、
次
章
で
見

て
み
よ
う
。

第
三
章

南
宋
の
朝
貢
貿
易

南
宋
期
に
お
け
る
朝
貢
を
、
三
つ
に
時
期
区
分
し
て
見
て
い
こ
う
。

第
一
節

建
炎
よ
り
紹
興
二
十
四
年
ま
で
の
朝
貢
｜
回
賜

杭
州
に
行
宮
が
置
か
れ
る
建
炎
三
年
（
一
一
二
九
）
に
は
、
占
城
国
の
朝
貢
が

確
認
さ
れ
る51

）

。
翌
年
に
は
交
趾
が
朝
貢
を
求
め
た
が
、
戦
時
中
で
あ
っ
た
た
め
、

使
節
の
上
京
に
つ
い
て
は
免
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
建
炎
四
年
（
一
一
三

〇
）
十
二
月
二
日
に
、

廣
南
西
路
經
略
安
撫
司
言
、
安
南
都
護
府
牒
、
見
備
方
物
綱
運
、
取
今
秋
上

京
進
奉
。
詔
令
本
司
婉
順

諭
、
為
邊
事
未
寧
、
免
使
人
到
闕
。
所
進
方
物
、

除
華
靡
之
物
更
不
受
、
餘
令
界
首
交
割
、
差
人
押
赴
行
在
。
回
賜
令
本
路
轉

運
・
提
刑
司
於
應
管
錢

取
撥
、
依
自
來
體
例
計
價
、
優
與
回
賜
。
仍
具
方

物
名
件
並
章
表
入
急

投
進
、
候
到
、
令
學
士
院
降
敕
書
回
答
。（『
宋
会

要
』
蕃
夷
四

四
二
）

と
あ
っ
て
、
使
節
は
上
京
さ
せ
ず
、
華
美
の
物
を
除
い
た
朝
貢
品
は
、
両
国
の
境

界
で
引
き
渡
し
、
行
在
に
輸
送
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
回
賜
に
つ
い
て
は
廣

南
西
路
轉
運
・
提
刑
司
の
財
務
よ
り
支
出
し
、
従
来
通
り
価
格
判
定
し
て
、
額
面

を
上
乗
せ
し
て
下
賜
さ
せ
た
。
ま
た
朝
貢
品
リ
ス
ト
・
国
王
の
章
表
は
急
ぎ
行
在

に
運
び
、
到
着
す
る
の
を
待
っ
て
、
学
士
院
で
返
答
の
詔
勅
を
作
成
さ
せ
る
こ
と

と
し
た
。

こ
の
史
料
に
は
、
こ
の
時
期
の
特
徴
が
す
べ
て
現
れ
て
い
る
。
朝
貢
使
節
の
入

京
免
除
・
境
界
で
の
朝
貢
品
の
受
渡
し
・
境
界
の
轉
運
・
提
刑
司
財
務
か
ら
の
回

賜
の
支
出
・
朝
貢
品
リ
ス
ト
や
国
書
の
速
や
か
な
移
送
・
到
着
後
の
返
答
詔
勅
の

作
成
等
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
回
賜
が
轉
運
・
提
刑
司
の
財
務
か
ら
支

出
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
使
節
も
境
界
都
市
ま
で
の
到
来
で
あ
る
か
ら
、

朝
貢
｜
回
賜
が
境
界
都
市
で
済
ま
さ
れ
、
朝
廷
で
の
管
轄
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

紹
興
六
年
（
一
一
三
六
）
七
月
に
は
大
理
・
蒲
甘
国
が
朝
貢
し
て
き
た
が
、
対

応
は
同
じ
で
あ
っ
た
。

七
月
二
十
七
日
、
大
理
・
蒲
甘
國
表
貢
方
物
。
是
日
、
詔
、
大
理
・
蒲
甘
國

八
九
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所
進
方
物
除
更
不
收
受
外
、
餘
令
廣
西
經
略
司
差
人
押
赴
行
在
、
其
回
賜
令

本
路
轉
運
・
提
刑
司
於
應
管
錢

取
撥
付
本
司
、
依
自
來
體
例
計
價
、
優
與

回
賜
。

章
表
等
先
次
入

投
進
、
今
學
士
院
降
敕
書
回
答
。（『
宋
会
要
』

蕃
夷
七

四
五
）

と
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。

こ
う
し
た
対
応
は
外
蕃
国
だ
け
で
は
な
く
、

州
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ

た
。
紹
興
四
年
（
一
一
三
四
）
四
月
二
十
四
日
に
、

辰
州
言
「

明
保
靜
・
南

・
永
順
三
州
彭
儒
武
等

、
於
建
炎
元
年
差
人

員
齎
土
貢
・
文
表
到

州
、
為
道
路
未
通
、
且
令
回

、
至
今
八
年
、
乞
放

行
進
奉
。
詔
令
荆
湖
北
路
安
撫
司
行
下
本
州
婉
順

諭
、
為
道
路
未
可
前
來
、

特
免
赴
闕
、
止
就
辰
州
交
割
所
進
物
色
、
估
價
優
與
回
賜
、
其
合
用
錢
、
本

州
應
管
轉
運
・
提
刑
司
錢

取
撥
。
所
有
章
表
・
進
奉
物
色
、
差
人
押
赴
行

在
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
五

九
五
）

と
あ
っ
て
、

州
の
彭
儒
武
等
が
建
炎
元
年
に
朝
貢
し
よ
う
と

州
ま
で
来
た

と
こ
ろ
、
道
路
が
通
じ
て
い
な
い
と
し
て
、
ひ
と
た
び
帰
郷
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

八
年
後
の
こ
の
年
、
再
び
朝
貢
を
求
め
た
が
、
朝
廷
の
指
事
は
、
使
節
の
上
京
の

免
除
、
朝
貢
品
の
辰
州
で
の
受
渡
し
、
回
賜
の
上
乗
せ
、
荆
湖
北
路
轉
運
・
提
刑

司
財
務
か
ら
の
回
賜
費
用
の
支
出
、
章
表
・
朝
貢
品
の
行
在
へ
の
輸
送
、
と
い
う

も
の
で
、
先
の
対
応
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
対
応
は
お
よ
そ
紹
興
二
十
五
年

ぐ
ら
い
ま
で
続
い
た
。

第
二
節

紹
興
二
十
五
・
六
年
の
朝
貢
｜
回
賜

と
こ
ろ
が
紹
興
二
十
五
年
と
翌
二
十
六
年
に
は
、
朝
貢
使
節
を
上
京
さ
せ
る
よ

う
に
な
る
。
金
と
の
戦
争
の
終
息
、
首
都
杭
州
の
安
定
な
ど
に
よ
り
、
紹
興
二
十

五
年
に
は
、
占
城
国
の
朝
貢
を
代
表
と
し
て
正
式
な
儀
礼
に
従
っ
て
受
け
入
れ
る

こ
と
と
な
っ
た52

）

。

そ
こ
で
は
、
占
城
国
使
節
が
上
京
し
た
点
が
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
他

の
点
を
確
認
す
る
と
、
回
賜
は
朝
貢
品
の
価
値
に
相
応
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
朝

貢
品
の
見
積
額
は
一
〇
万
七
〇
〇
〇
貫
余
り
と
さ
れ
て
い
る
。
貿
易
対
価
と
し
て

の
回
賜
は
絹
や
銀
で
支
払
わ
れ
た
。
ま
た
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
衣
服
・
銀
器
な

ど
を
下
賜
す
る
儀
礼
的
な
回
賜
も
与
え
ら
れ
、
詔
勅
も
下
さ
れ
た53

）

。

占
城
国
だ
け
で
は
な
く
、
同
年
四
月
二
十
七
日
に
は
羅
殿
国
や

州
が
名
馬

や
方
物
を
も
っ
て
朝
貢
し
、
上
役
の
使
節
の
み
を
上
京
さ
せ
、
そ
の
他
は
上
乗
せ

し
た
回
賜
を
与
え
て
帰
路
に
つ
か
せ
た54

）

。
同
年
六
月
九
日
に
は
、

禮
部
言
、
安
南
遣
使
進
奉
、
許
令
赴
闕
。
…
…
所
進
方
物
・
表
章
、
關
翰
苑

降
詔
回
答
。
進
奉
物
色
、
計
價
回
賜
…
…
。
從
之
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
四

四
四
）

と
あ
り
、
安
南
（「
交
趾
」）
の
朝
貢
に
も
使
節
の
上
京
を
許
可
し
た
。
そ
の
他
の

手
順
は
同
じ
で
あ
る
。

紹
興
二
十
六
年
（
一
一
五
六
）
十
二
月
二
十
五
日
に
は
三
佛
齊
が
朝
貢
し
、
そ

の
使
節
は
上
京
し
て
皇
帝
と
朝
見
し
、
貢
物
を
上
納
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
紹
興
二
十
五
年
・
二
十
六
年
に
は
、
諸
蕃
国
・

州
か
ら
の

朝
貢
に
つ
い
て
、
そ
の
使
節
を
上
京
さ
せ
る
と
い
っ
た
正
式
な
朝
貢
儀
礼
が
執
り

行
わ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
紹
興
二
十
八
年
（
一
一
五
八
）
の

州

の
朝
貢
で
は
、
再
び
境
界
都
市
で
の
朝
貢
｜
回
賜
へ
と
戻
っ
て
い
た
。

九
〇

宋
朝
の
朝
貢
と
貿
易
（
山
崎
覚
士
）



第
三
節

紹
興
二
十
八
年
以
後
の
朝
貢
｜
回
賜

紹
興
二
十
八
年
（
一
一
五
八
）
に
武
岡
軍
管
下
の
溪

首
領
が
朝
貢
し
朝
見
を

求
め
た
が
、
七
月
二
十
四
日
に
詔
が
下
り
、

詔
、
武
岡
軍
管
下
溪

首
領
楊
進
經
等
乞
進
貢
朝
見
、
可
令
本
軍
婉
順

諭

路
遠
、
不
須
赴
闕
。
所
貢
物
當
官
依
實
估
價
折
還
、
不
得
少
有

損
、
仍
於

物
價
上
更
與
優
支
五
分
。
其
錢
令
本
路
轉
運
司
於
上
供
錢
内
疾
速
應
付
。
貢

物
附
綱
起
發
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
五

九
六
）

と
し
て
、
上
京
を
許
可
せ
ず
、
朝
貢
品
は
実
估
に
従
っ
て
五
割
増
し
で
回
賜
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
回
賜
の
費
用
は
、
転
運
司
に
命
じ
て
上
供
錢
か
ら

支
出
さ
せ
た
。
朝
貢
品
は
通
常
の
綱
運
に
付
載
し
て
都
に
送
ら
せ
た
。

こ
う
し
た
第
二
節
の
時
期
以
前
の
対
応
に
戻
っ
た
の
は
、

州
だ
け
で
は
な

く
安
南
の
朝
貢
で
も
確
認
で
き
る
。
紹
興
三
十
年
（
一
一
六
〇
）
十
二
月
二
十
六

日
に
安
南
の
朝
貢
が
伝
え
ら
れ
る
と
、

詔
令
安
撫
司
、
除
象

華
靡
物
不
受
、
餘
只
就
界
首
交
割
、
仍
約
度
進
物
多

寡
、
優
與
回
賜
。
章
表
先
次
入

前
來
、
候
到
、
令
學
士
院
降
敕
書
回
答
。

（『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

四
九
）

と
詔
が
下
り
、
廣
南
西
路
經
略
安
撫
司
に
命
じ
て
、
象
や
華
美
な
物
は
受
け
取
ら

ず
、
そ
れ
以
外
は
境
界
で
受
け
取
り
、
朝
貢
品
の
多
少
を
計
っ
て
、
上
乗
せ
し
て

回
賜
さ
せ
た
。
章
表
は
都
へ
と
送
り
、
そ
の
到
着
後
、
学
士
院
に
て
勅
書
を
作
成

さ
せ
た
。
こ
の
境
界
都
市
で
済
ま
せ
る
朝
貢
｜
回
賜
は
、
孝
宗
以
後
も
引
き
継
が

れ
て
ゆ
く
。
紹
興
三
十
二
年
（
一
一
六
二
）
六
月
十
三
日
の
孝
宗
即
位
の
大
赦
で

は
、

登
極
赦
、
比
年
以
來
、
累
有
外
國
遣
使
人
入
貢
、
太
上
皇
帝
聖

沖
抑
、
謙

弗
敢
受
、
況
朕
涼
菲
、
又
何
以
堪
。
自
今
諸
國
有
欲
朝
貢
者
、
令
所
在
州
軍

以
禮
諭
遣
、

得
以
聞
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

四
九
）

と
し
、
外
国
の
朝
貢
は
所
在
の
州
郡
で
礼
を
尽
く
し
て
帰
ら
せ
る
こ
と
と
し
て
い

る55
）

。
ま
た
隆
興
二
年
（
一
一
六
四
）
九
月
十
三
日
に
安
南
が
孝
宗
の
即
位
を
祝
う

朝
貢
を
し
に
廣
西
ま
で
来
る
と
、
廣
西
安
撫
司
は
、
朝
貢
の
使
節
を
帰
国
さ
せ
、

章
表
・
方
物
を
都
へ
と
移
送
さ
せ
た
（『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

四
九
）。

乾
道
三
年
（
一
一
六
七
）
の
占
城
国
の
朝
貢
に
際
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
変
化

も
見
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、

詔
、
使
人
免
到
闕
、
令
泉
州
差
官
以
禮
管
設
。
章
表
先
入

前
來
、
候
到
、

令
學
士
院
降
敕
書
回
答
。
據
所
貢
物
、
許
進
奉
十
分
之
一
、
餘
依
條
例
抽
買
。

如
價
錢
闕
、
申
朝
廷
先
次
取
撥
、
俟
見
實
數
估
價
定
、
市
舶
司
發
納
左
藏
南

庫
、

旨
回
賜
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

五
〇
）

使
節
の
上
京
を
許
可
せ
ず
、
泉
州
で
宴
会
を
設
け
さ
せ
、
章
表
は
都
に
送
り
、
到

着
後
勅
書
を
学
士
院
で
作
成
さ
せ
て
い
る
点
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
だ
が
、
次
に
朝

貢
品
は
一
〇
分
の
一
を
受
け
取
り
、
そ
れ
以
外
は
市
舶
司
で
抽
買
（「
抽
解
」
と

「
博
買
」）
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
の
費
用
は
市
舶
司
か
ら
支
出
し
、
不

足
分
は
左
藏
南
庫
か
ら
補
塡
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
の
一
〇
分
の
一
の
み
を
朝

貢
｜
回
賜
と
し
、
そ
の
他
九
割
を
市
舶
司
貿
易
と
す
る
の
は
、
も
は
や
単
な
る
貿

易
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
乾
道
九
年
（
一
一
七
三
）
正
月
の
安
南
の
朝
貢

に
つ
い
て
も
、

詔
令
廣
西
經
略
安
撫
司
將
入
貢
物
十
分
受
一
、
就
界
首
交
割
、
優
與
回
賜
、

先
以
章
表
入

前
來
、
候
到
、
令
學
士
院
降
敕
書
回
答
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷

七

五
二
）

九
一
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と
あ
り
、
朝
貢
品
の
一
〇
分
の
一
の
み
を
受
け
入
れ
て
、
廣
西
經
略
安
撫
司
に
回

賜
さ
せ
て
い
る
。
残
り
の
九
割
に
つ
い
て
の
処
分
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
抽

買
を
受
け
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
安
南
の
朝
貢
に
対
す
る
一
〇
分
の
一
の
み

の
受
け
入
れ
は
、
紹
煕
元
年
（
一
一
九
〇
）
十
一
月
四
日
の
記
事
（『
宋
会
要
』

蕃
夷
四

五
四
）
ま
で
確
認
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
南
宋
期
の
朝
貢
は
、
第
二
節
の
時
期
の
お
よ
そ
二
年
間
を
除
き
、

朝
貢
使
節
を
上
京
さ
せ
ず
、
朝
貢
品
は
宜
州
や
泉
州
、
広
州
な
ど
の
境
界
都
市
で

受
け
入
れ
て
価
格
を
計
り
、
当
該
路
の
転
運
司
の
財
務
な
ど
か
ら
回
賜
の
支
出
を

行
っ
て
い
た
。
ま
た
乾
道
年
間
以
後
は
、
朝
貢
の
受
け
入
れ
を
一
〇
分
の
一
に
減

ら
し
、
市
舶
司
な
ど
を
通
じ
て
残
り
を
抽
買
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
南
宋
で
は
朝
貢
｜
回
賜
が
都
臨
安
で
は
な
く
、
境
界
都
市
で
済

ま
さ
れ
る
こ
と
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
。
朝
貢
｜
回
賜
が
儀
礼
と
い
う
よ
り
貿
易

行
為
と
な
っ
た
た
め
に
、
宮
中
で
の
儀
礼
を
必
要
と
せ
ず
、
さ
ら
に
は
朝
廷
の
手

を
煩
わ
せ
る
こ
と
な
く
、
地
方
で
処
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
に
南
宋
期
の
特

徴
が
見
て
取
れ
る
。

南
宋
期
の
朝
貢
は
、
境
界
都
市
で
処
理
さ
れ
る
貿
易
行
為
で
あ
っ
た
と
言
え
よ

う
。

お
わ
り
に

宋
代
を
通
じ
て
、
諸
蕃
国
や

州
は
朝
貢
を
続
け
て
い
た
。
朝
貢
す
る
諸
蕃

国
は
高
麗
や
、
占
城
、
交
趾
な
ど
冊
封
を
与
え
る
国
だ
け
で
は
な
く
、
以
外
で
も

朝
貢
を
行
い
、
宋
朝
も
受
け
入
れ
た
。
南
宋
期
に
な
る
と
、
華
北
を
失
っ
た
た
め

に
、
西
北
か
ら
朝
貢
す
る
国
は
い
な
く
な
っ
た
が
、
南
海
を
わ
た
っ
て
占
城
国
や

三
佛
齊
、
ま
た
陸
路
で
交
趾
（
安
南
）
な
ど
が
朝
貢
し
た
。

真
宗
が
東
封
の
儀
を
行
う
以
前
の
朝
貢
に
対
す
る
回
賜
は
、
唐
代
と
同
様
に
、

与
え
る
国
の
ラ
ン
ク
（
天
下
秩
序
の
上
下
）
に
従
っ
て
、
衣
服
な
ど
が
下
賜
さ
れ

て
い
た
。
そ
も
そ
も
朝
貢
品
は
、
外
蕃
国
な
ど
の
土
貢
品
・
原
物
を
元
日
に
挙
行

す
る
元
会
儀
礼
に
陳
列
す
る
た
め
の
物
で
あ
り
、
数
量
の
多
寡
は
問
題
で
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
唐
後
半
期
か
ら
五
代
に
か
け
て
、
朝
貢
を
行
う
国
が
も

た
ら
す
物
品
は
数
量
が
増
加
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
、
中
国
皇
帝
の
恩
寵
を
求
め

る
願
望
も
多
分
に
含
ま
れ
て
い
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
封
禅
を
行
っ
た
真
宗
の
徳
治
の
一
環
と
し
て
、
朝
貢
品
に
対

す
る
相
応
の
物
品
を
回
賜
と
し
て
返
す
こ
と
と
な
っ
た
。
大
中
祥
符
二
年
以
降
の

回
賜
は
、
も
た
ら
さ
れ
る
朝
貢
品
に
対
し
て
、
ま
ず
価
格
判
定
を
行
い
、
そ
の
価

値
を
見
定
め
、
そ
し
て
、
そ
の
価
格
に
見
合
う
価
値
の
物
品
（
絹
や
銀
）
を
下
す

こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
回
賜
を
下
す
に
あ
た
っ
て
は
、
価
格
を
上
乗
せ
し
、
宋
朝

の
優
位
性
を
示
す
こ
と
も
欠
か
さ
な
か
っ
た
。
朝
貢
｜
回
賜
は
、
双
方
の
価
値
が

非
対
応
の
儀
礼
的
行
為
か
ら
、
朝
貢
額
に
相
応
す
る
物
品
の
下
賜
と
い
う
貿
易
的

行
為
と
な
っ
た
。
な
お
、
儀
礼
的
回
賜
も
続
い
て
下
賜
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
分
析

は
宋
代
天
下
秩
序
の
解
明
に
重
要
で
あ
る
が
、
後

に
付
し
た
い
。

ま
た
多
大
な
朝
貢
品
や
大
人
数
の
使
節
は
、
朝
廷
の
業
務
や
財
政
を
圧
迫
し
た

と
思
わ
れ
る
。
結
果
的
に
は
、
朝
貢
す
る
外
蕃
国
や

州
の
窓
口
と
な
る
境
界

都
市
で
朝
貢
品
を
一
部
、
あ
る
い
は
全
部
留
め
置
き
、
ま
た
上
京
す
る
使
節
も
人

数
の
制
限
を
行
う
な
ど
し
た
。
と
り
わ
け
使
節
が
上
京
す
る
た
め
に
は
国
書
の
持

九
二

宋
朝
の
朝
貢
と
貿
易
（
山
崎
覚
士
）



参
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
境
界
都
市
で
留
め
置
か
れ
た
朝
貢
品
は
、
そ
の
場
で
価

格
判
定
さ
れ
、
回
賜
が
下
さ
れ
た
。
南
宋
期
に
な
る
と
、
路
の
転
運
司
な
ど
の
財

務
よ
り
回
賜
費
用
が
支
出
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
外
蕃
国
・

州
は
入
貢
す
る
境

界
都
市
が
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
南
宋
に
な
る
と
、
首
都
で
の
朝
貢
｜
回
賜
は
な
る
べ
く
避
け
ら
れ
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
境
界
都
市
で
済
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
朝
貢
｜
回
賜
は
単
純

な
貿
易
行
為
へ
と
転
じ
た
の
で
あ
る
。
大
中
祥
符
二
年
以
後
の
宋
代
に
お
け
る
貿

易
は
大
き
く
見
て
、
今
見
た
国
家
間
の
朝
貢
貿
易
（
首
都
と
境
界
都
市
）
と
、
民

間
商
人
と
貿
易
す
る
市
舶
司
貿
易
・
互
市
貿
易
と
に
分
類
で
き
る
が
、
南
宋
ま
で

の
朝
貢
貿
易
の
流
れ
を
見
て
み
る
と
、
朝
貢
貿
易
は
市
舶
司
・
互
市
貿
易
へ
と
近

づ
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

明
初
の
朝
貢
貿
易56

）

は
、
中
国
皇
帝
が
冊
封
を
加
え
た
外
蕃
国
と
の
み
朝
貢
貿
易

を
許
可
し
た
。
朝
貢
国
は
入
貢
都
市
を
指
定
さ
れ
、
使
節
も
人
数
が
制
限
さ
れ
た
。

朝
貢
品
に
対
し
て
は
、
明
皇
帝
は
数
倍
の
回
賜
を
行
っ
た
。
一
方
で
海
禁
を
施
行

し
て
、
民
間
貿
易
を
禁
止
し
、
貿
易
を
朝
貢
貿
易
に
一
元
化
し
た
。
こ
う
し
て
見

れ
ば
、
宋
代
の
朝
貢
貿
易
は
、
そ
も
そ
も
朝
貢
が
儀
礼
行
為
か
ら
貿
易
行
為
へ
と

転
換
し
た
点
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
明
代
朝
貢
貿
易
に
つ
な
が
っ
て
い
く
要
素

が
出
現
し
つ
つ
、
ま
だ
朝
貢
貿
易
と
市
舶
司
・
互
市
な
ど
の
民
間
貿
易
と
い
う
二

重
構
造
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
点
に
、
宋
朝
〞
中
世
〝
帝
国
の
特
質
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

〔
注
〕

1
）杉
山
正
明
『
中
国
の
歴
史
８

疾
駆
す
る
草
原
の
征
服
者
』（
講
談
社
、
二
〇
〇

五
年
）、
古
松
崇
志
「
契
丹
・
宋
間
の

淵
体
制
に
お
け
る
国
境
」（『
史
林
』
九

〇

一
、
二
〇
〇
七
年
）、
同
「
10
｜
13
世
紀
多
国
並
存
時
代
の
ユ
ー
ラ
シ
ア

（E
u
ra
sia

）
東
方
に
お
け
る
国
際
関
係
」（『
中
国
史
学
』
二
一
、
二
〇
一
一

年
）、
毛
利
英
介
「

淵
の
盟
に
つ
い
て
｜
盟
約
か
ら
見
る
契
丹
と
北
宋
の
関
係

｜
」（『
契
丹
﹇
遼
﹈
と
10
〜
12
世
紀
の
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一

三
年
）、
金
成
圭
「
誓
書
｜

一
〇
〜
一
三
世
紀
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
策
｜
」

（『
史
滴
』
三
七
、
二
〇
一
五
年
）
等
、
ま
た
陶
晋
生
『
対
等：

遼
宋
金
時
期
外

交
的
問
題
』（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
二
〇
一
三
年
）。

２
）山
崎
覚
士
「
帝
国
の
中
世
｜
中
華
帝
国
論
の
は
ざ
ま
｜
」（
西
村
茂
雄
・
渡
辺
信

一
郎
編
『
中
国
の
国
家
体
制
を
ど
う
み
る
か
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年
三
月
）

３
）渡
邊
信
一
郎
『
天
空
の
玉
座
｜
中
国
古
代
帝
国
の
朝
政
と
儀
礼
』（
柏
書
房
、
一

九
九
六
年
）
同
『
中
国
古
代
の
王
権
と
天
下
秩
序
｜
日
中
比
較
史
の
視
点
か
ら
』

（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）、
同
『
中
国
古
代
の
財
政
と
国
家
』（
汲
古
書
院
、

二
〇
一
〇
年
）
の
概
念
規
定
に
従
う
。

４
）金
成
奎
「
宋
代
に
お
け
る
朝
貢
機
構
の
編
制
と
そ
の
性
格
」（『
史
観
』
一
四
六
、

二
〇
〇
二
年
）

５
）黄
純

『
宋
代
朝
貢
体
系
研
究
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
四
年
）

６
）唐
代
律
令
制
下
の
朝
貢
・
回
賜
に
つ
い
て
は
、
石
見
清
裕
「
唐
の
絹
貿
易
と
貢
献

制
」（
九
州
大
学
『
東
洋
史
論
集
』
三
三
、
二
〇
〇
五
年
五
月
）
を
参
照
。

７
）『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
一
、
建
隆
元
年
九
月
癸
卯
。

８
）『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
一
、
建
隆
元
年
十
二
月
壬
辰
。

９
）『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

七
。

10
）『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

八
。

11
）『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

一
三
。

12
）『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

一
四
。

13
）『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

一
二
。

14
）『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

一
三
。

15
）前
掲
渡
邊
『
天
空
の
玉
座
』。

16
）山
崎
覚
士
『
中
国
五
代
国
家
論
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）

17
）宋
代
に
お
け
る
元
会
儀
礼
等
の
大
朝
会
儀
礼
に
つ
い
て
、
金
子
由
紀
「
北
宋
の
大
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朝
会
儀
礼
」（『
上
智
史
学
』
四
七
、
二
〇
〇
二
年
十
一
月
）、
同
「
南
宋
の
大
朝

会
儀
礼
｜
高
宗
紹
興
15
年
の
元
会
を
中
心
と
し
て
｜
」（『
紀
尾
井
史
学
』
二
三
、

二
〇
〇
三
年
十
一
月
）

18
）『
宋
会
要
』
蕃
夷
三

一
。

19
）『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

二
。

20
）『
玉
海
』
巻
一
五
四
、
建
隆
高
麗
来
貢
、
開
宝
九
年
九
月
。

21
）『
玉
海
』
巻
一
五
四
、
建
隆
高
麗
来
貢
、
太
平
興
国
六
年
十
二
月
。

22
）『
宋
史
』
巻
四
八
七
、
高
麗
。

23
）『
玉
海
』
巻
一
五
四
、
咸
平
河
西
献
馬
、
建
隆
二
年
。

24
）『
玉
海
』
巻
一
五
四
、
咸
平
河
西
献
馬
、
太
平
興
国
六
年
（
九
八
一
）。

25
）『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

十
一
、
太
平
興
国
七
年
（
九
八
二
）
二
月
五
日
。

26
）『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

一
二
。

27
）『
玉
海
』
巻
一
五
四
、
咸
平
河
西
献
馬
。

28
）『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

一
三
。

29
）『
玉
海
』
巻
一
五
四
、
咸
平
河
西
献
馬
、
至
道
二
年
六
月
。

30
）『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

一
四
、
咸
平
二
年
（
九
九
九
）
十
一
月
十
五
日
。

31
）『
山
堂
考
索
』
後
集
、
財
賦
門
、
四
夷
方
貢
、
咸
平
四
（
一
〇
〇
一
）
年
閏
十
二

月
。

32
）『
山
堂
考
索
』
後
集
、
財
賦
門
、
四
夷
方
貢
、
景
徳
元
年
（
一
〇
〇
四
）
正
月
丙

申
。

33
）『
宋
史
』
巻
四
八
八
、
交
趾
。

34
）『
宋
史
』
巻
四
九
三
、
蕃
夷
一
。

35
）『
宋
会
要
』
蕃
夷
五

一
〇
。

36
）『
山
堂
考
索
』
後
集
、
財
賦
門
、
四
夷
方
貢
。

37
）『
山
堂
考
索
』
後
集
、
財
賦
門
、
四
夷
方
貢
。

38
）『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

一
〇
。

39
）『
宋
会
要
』
蕃
夷
五

一
三
。

40
）『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

一
五
、「
正
月
十
六
日
、
詔
廣
南
西
路
轉
運
司
、「
自
今
西

南
蕃

諸
國
遣
使
朝
貢
、
欲
親
至
闕
庭
者
、
勿
抑
其
意
、
仍
發
兵
援
送
之
。」

時
本
路
言
「
得
西
南
蕃
牒
、
先
准
詔
『
龍
光
進
等
赴
闕
貢
奉
、
道
遠
、
人
馬
多
死
、

自
今
只
令
至
宜
州
、
就
給
恩
賜
。』

當
蕃
無
於
宜
州
受
賜
之
禮
、
願
至
闕
下
。」

故
有
是
命
。

41
）『
宋
会
要
』
蕃
夷
四

六
九
。

42
）『
宋
会
要
』
蕃
夷
四

七
〇
。

43
）『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

三
二
。

44
）『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

三
四
。

45
）『
宋
会
要
』
蕃
夷
四

一
五
。

46
）『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
一
〇
一
、
お
よ
び
『
宋
史
』
巻
四
九
〇
、
大
食
国
。

47
）山
崎
覚
士
「
貿
易
と
都
市
｜
宋
代
市
舶
司
と
明
州
｜
」（『
東
方
学
』
一
一
六
、
二

〇
〇
八
年
）

48
）『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

三
六
、
元
豊
三
年
正
月
十
七
日
「
詔
高
麗
國
王

朝
貢
、

回
賜
浙
絹
萬
疋
、
須
下
有
司
估
准
貢
物
乃
給
、
有
傷
事
體
。
宜
自
今
國
王
貢
物
、

不
估
直
回
賜
、
永
為
定
數
。」

49
）『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

二
四
、
天
聖
十
年
（
一
〇
三
二
）
三
月
二
十
六
日
。

50
）『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

三
九
、
元
祐
二
年
（
一
〇
八
七
）
六
月
二
十
六
日
「
詔
西

平
州
武
聖
軍
都
統
韋
公
意
許
依
西
南
龍
・
羅
・
方
・
石
・
張
蕃
例
五
年
一
貢
、
以

七
十
人
為
額
、
貢
物
止
納
宜
州
、
計
直
恩
賞
、
館
券
・
回
賜
・
供
給
・
犒
設
等
、

並
准
石
蕃
例
。
從
廣
南
西
路
經
略
司
請
也
。」

51
）『
宋
史
』
巻
四
八
九
、
占
城
国
。

52
）朝
貢
儀
礼
の
詳
し
い
次
第
に
つ
い
て
は
土
肥
祐
子
「
南
宋
期
、
最
初
の
宮
殿
で
の

占
城
（
チ
ャ
ン
パ
）
の
朝
貢
｜
泉
州
出
発
、
都
で
の
儀
礼
、
帰
路
に
つ
く
ま
で

｜
」（『
南
島
史
学
』
八
三
、
二
〇
一
五
年
十
一
月
）

53
）同
上
。

54
）『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

四
六
、
紹
興
二
十
五
年
四
月
二
十
七
日
「
羅
殿
國
貢
名

馬
・
方
物
。
是
日
、
知
靜
江
府
呂
愿
忠
言
、
羅
殿
國
王
羅
部
貢
及
西
南
蕃
知
矩

州
・
忠
燕
軍
節
度
使
趙
以
盛
入
貢
、
進
奉
土
産
・
名
馬
・
方
物
。
詔
令
近
上
人
赴

闕
、
自
餘
優
與
例
物
、
令

本
族
。」

55
）「
諭
遣
」
に
つ
い
て
、
隆
興
二
年
（
一
一
六
四
）
六
月
二
十
一
日
の
南
丹
州
莫
延

の
入
貢
申
請
に
対
し
て
、「
詔
、
朕
即
位
以
來
、
敦
尚

約
、
例
罷
諸
方
貢

、

或
已
至
宜
州
界
首
、
可
令
本
州
量
與
犒
設
、
善
諭
遣
回
。（『
宋
会
要
』
蕃
夷
七

九
四

宋
朝
の
朝
貢
と
貿
易
（
山
崎
覚
士
）



四
九
）」
と
あ
っ
て
、

州
な
ど
の
入
貢
を
停
止
し
、
も
し
宜
州
に
到
着
し
て

い
れ
ば
、
宜
州
で
ね
ぎ
ら
い
の
宴
会
を
設
け
さ
せ
て
、
帰
京
す
る
よ
う
説
諭
さ
せ

て
い
る
（「
善
諭
遣
回
」）。
よ
っ
て
上
記
の
「
諭
遣
」
も
同
様
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

56
）檀
上
寛
『
明
代
海
禁＝

朝
貢
シ
ス
テ
ム
と
華
夷
秩
序
』（
京
都
大
学
出
版
会
、
二

〇
一
三
年
）

（
や
ま
ざ
き

さ
と
し

歴
史
学
科
）

二
〇
一
六
年
十
一
月
二
十
四
日
受
理

九
五

佛
教
大
学

歴
史
学
部
論
集

第
七
号
（
二
〇
一
七
年
三
月
）


